続 言葉 言葉 言葉 (その 一) 



1 干 田國士 



(阿部知二 君のお 説 通り) だからで ある。 即ち、 作家の 

気質 又は 才能に 拘る 問題で はな いので ある。 

私 は、 偶然、 この 「もやもやした 考へ」 に 一 つの 表 

現 を 与へ る 意義に ついて、 教 へられた わけで あるが、 

諷刺と いふ 形式の 困難 は、 十分 弁へ てゐ るつ もりで あ 

る。 

時代 を 隔てる と、 それほど にも 感じられ まいが、 同 

時代の ものの 眼に、 諷剌 文学の 惨め さは、 いかに 映る 

であらう かとい ふこと を、 私 は 第一に 考 へる。 痛烈に 

颯爽と、 かの モリエ エル ゃゴォ ゴリの 如く、 相手 撰ば 



不便が 控えて ゐる。 

この ヂ レンマ を どう 切り抜け るか。 そこ は 腕 ひとつ 

などと い い 気にな つて ゐる 〔# 「なつ てゐ る」 は ママ U と、 

逃げな が ら 悪態 を つ く やうな、 盲人 に 赤ん ベえ をして 

みせる やうな 醜態 を 演ずる ことになる。 諷刺 は、 転じ 

て、 卑怯 未練と なリ、 何も 云 はずに 黙って ゐる 方が、 

よほど 立派と いふ ことになるの である。 

しかし、 私 個人と して は、 必ずしも、 何々 主義の 旗 

を 振り翳して、 何々 主義に 刃 向 はう とは考 へて をらぬ。 

ここのと ころ、 徳永直 氏の もう 一歩 踏み込んだ 批評 を 

伺 ひたいと 思 ふが、 私 は、 日本人と して、 日本 民族の 



運命と いふ こと だけが、 今 は 問題な ので ある。 世界の 

文化 過程が どうで あらう と、 近代 資本 主 義 の 段階が ど 

うで あらう と、 それ は、 それぞれの 専門家の 研究に 信 

頼しょう。 われわれ 日本人が、 現在、 いかに、 精神的 

に 堕落しつつ あるか (為政者な どの 云 ふ 意味と は、 正 

に 裏表の 差で) とい ふこと も 誰も 注意 しないと したら、 

せめて、 文学者の 一部が (全部で は 絶対にい かぬ) そ 

れを 注意し、 民衆の 覚醒と 為政者の 反省 を 促したら、 

どんな もので あらう と、 私 はかね がね 考 へて ゐる。 

近頃、 強権 階級の 所謂 「国民 精神 作興」 などい ふ 合 

言葉の 内容 はもち ろん、 皮肉に も、 国民 精神 を 不具 腐 



を 搾取す る ことば かり を 云 ふので はない。 もちろん、 

その 結果で は あるが、 資本家と その 黄金の 権力の み を 

眼の 敵に し、 民衆の 希望 を 「賃金 値上」 の 一 点に 注が 

しめる こと を も 指す ので ある。 

唯物論 的 弁証法 は、 誠に 道徳的で は あるが、 社会的 

訓練の ない 日本の 民衆に は、 やっと 個人的 利害の 問題 

として 理解され るの が 関の山で ある。 その上、 ァ メリ 

力 二 ズムの 夥しい 氾濫が 、 無産階級 の 夢 をい かに 育ん 

でゐ るか？ 私 は、 未来 何年 かの 後に、 支配者 労働 階 

級の 怪しげな ブル ジョァ 振り を 頭に 描いて、 ひそかに 

IS 然とす るので ある。 



誰 憚らず われわれの 周囲 を 横行して ゐ るので ある。 文 

明 批評家 も、 経済学 者 も、 社会運動 家 も、 警視庁 も、 

これ を 見逃して ゐ るので ある。 

浪曲 学校と か 漫談 学校と か、 某々 雑誌の 常軌 を 逸し 

た 広告と か、 総理大臣の 写真 を 毎日の やうに 新聞に 出 

す ことと か、 野良犬の 銅像 を 建てる とか、 レビ ユウ- 

ガ アルが 女学生の 人気 を 集める とか、 凡そ、 国民 教育 

が 普及した と 称する 国に、 ぁリ 得べ からざる 卑俗 低劣 

な 現象が うようよ と 湧き出る の を、 誰もなん とも 云 は 

ないで はない か？ 

私が 時々 宿 を 取る 某 ホテルで は、 今年の 正月、 年賀 



平気で、 われわれ は 見過ごす やうになる かもしれ ぬ。 

いや、 既に、 さうな りか かって ゐ るので ある。 

さて、 ここまで 書いて きて、 ふと 私 は ひとつの 喜劇 

的 主題 を 思 ひついた。 これ は、 正に かの モリエ エルの 

「人間 嫌 ひ」 に 匹敵すべき 厳粛な 主題で あると 思 ふ。 

( 一 九 三 六 • 四) 
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